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移植自家骨片の運命に関する実験的研・究
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緒雷
組織移織が移航床の部類，状態の如何に依って運命を異にする事は過去の実験が之を説明
し，叉臨床上にも度々経験するところであり，骨組織移般の場合に於いても例外とならなし、。
骨組織移随に関し，市くは 011ier以来，戎が闘では日銀戦争戦傷者に対し'間'移植術を行った
箇間氏以来臨床的，笑験的研・究は枚挙にいとまない程発表されているが， ¥，、ままで共の応用は
専ら骨欠般部の補綴にあるため，研究の主力は骨組織F厚生の追求にあって，吸収機4訟の研究は
充分で・なかったと思われるo i放に若者は家兎を用い骨組織を極々な組織内に移織し，骨新生と
骨吸収の態度を平行観察するため後述の如き実験を行し、，組織学的， X線学的研究を行った。
実験方法 数認め叉紡錘形繭u胞のj掛拙も見られ，骨片の徽*'11な
試験動物には休m2kg前後の成熟白色，在来磁家 !焔間部を充し叉組めて少部分であるが骨片に喰こん
兎を使用した。移櫛骨としては自家腿骨及びi でいる。骨片内，外骨般の増殖は見られない。周辺的骨を
可及的にその'舟艇を釧的に剥離し，膝骨片では骨髄 に近し伺怖1胞及び'骨小管は共に綿々IE常の状態を示
を附すすfせしめ， 1:IJ'I手片では管状のまシ切除して突験 1:し，下 
は骨小肢は控足立になっている。
心部に向うに従って'舟品IlJ胞は饗縮機染し，戒
の目的に従って各所に自家移航し，最長3ヶ月間'Jt，こ
瓦り時:自を過し、，移概骨片を周朗粧li織と共に摘出し 2) 15日〈第 1図〉。骨片は毛細血管に街む結合繊
た。個々の方法については後述する。以上の撤作は にかこまれ周閥の軟部組織と良〈結合し，紡錨形加!
無菌的に行ったことは勿論で家港皮j簡は鞠毛，剃毛 守備|胞が現れて吸'1接して飽食し，叉破i胞が骨片に稗 
後 1.0%.Todtinktur波布t Alkohol 7f!1拭を行い切 JI見慨を形成している。此の様な硬化は骨片断端部に
闘部には.0.5%Novocain液授潤，皮!問機合間:には がみられ出品巣を介して結合1鵜しく多数の破骨胸制
Mercurochrome滋布，縫合自IJt，こは71<辞I!論IJ明;を使 織に移行してし、る。骨片は 7日間所見に較べて壊死
用した。摘問機本は 10%Formalin液問定， 10% の税度が進み特小管の拡艇が見られl陪に周辺部に襲 
Formalin加13%硝椴総液で脱灰， -CeUoidjn包均 明で，総合般の侵入，弔純血管の新生充Jdlが見られ
を施し切片を作製J HaematoxyJin-Eosinニ震染 部分的に破骨車:IH胞，巡骨創IJ脳出現し，愉状の骨質添
色を施したものについて検紫した。なお特性移航床 力nlJ~見られる。か L る所見は骨膜側には締めて一帯I~
1分に精状の'骨質添加が見られるにすぎないが骨髄制線像についても絞化を泊Xに移航したものではその 
隙を充1m号片の'1では金問に亙り骨の新生が見られ求した。 
実験成績 し，翌吏!tにこ外方に網!限促状骨梁の形成が毘iられ，新生骨 
Iト.軟部組織内移枢献{ 梁の外側には造骨鰍胞が一列にi誰准んでいる。
前述の方法で採取した1延骨片・ (0.5x0.5 cm)及び 3) 30目。骨片特車:IIIs包は大部分消失し，骨小燃は
!凶骨片くO~5....... .o .8 cm)を背部筋膜F及び特筋をその 控盛主であるが，僅かに周辺に也、部分戒は骨小管の
筋線維の方向に鋭的に分けた中に抑入，骨片の逸脱 湖聞にはなお少数のj操縦した骨制H胞が散在していて
を防ぐため筋膜を総合閉鎖した。 1事い結合械で被包されてしゐ。骨片周縁の陥閲部は 
A.筋肉内移椛I 広くえぐられ骨小管も饗じく拡張し，管内に結合織
の脱骨片 及び毛細血管の侵入も見られ辺縁には紡錘形鰍胞， 
日間関見で骨髄側に臨15破骨細胞が密接している。胞，赤血球を多1骨片の周辺には円形荊日。1) 7
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勝広，'舟j民間，骨IJ、管内に少摺:に見られた矧骨組織
はなお残存し新生'持制胞が生存しているが造骨細胞 
の分布は少し造骨機転は'舟片の吸収に伴って進展
して居らず，骨片全体として多孔牲に額化してい
る。
b) 肋骨片
わ 7目。 骨片は周囲組織とは比較的良好に癒情
してし、る。骨細胞は周辺ではなお略々正常に近いも
のが散和しているが核の濃縮したもの多<.骨髄倒Ij 
に向う税その棺肢を織し，骨髄W{Iには控J1まになった
骨'小}j:空も存杭している。骨髄iは日前々 定1;?微を示し，
問側断端部では周聞から結合織の侵入が見られる。
骨股:側では<i}錦形細胞が周辺に配列し，骨吸収像を 
見る他，破骨細胞による駿収も見られる。骨髄側は
概ね~化は見られないが断端に近い部分では骨の新
ι三添加，網膜状骨梁の形成が行われているものもあ
る。断端部は多数の破骨細胞が見られ，隈収織を形
成している。
わ 15目。骨片は大部分壊死にi結り，骨小路も控
I並のものが多いが，骨n~~側にはなお濃縮した骨細胞
が散在してし、る。骨髄も管状'舟片中央部より断端部
に向うにつれて~.性，壊犯に i陥っているが，中央官I~ 
IIH:近にはなお良好な染色!I~I:をもった骨髄組織が残存
してしあ。 'I~'/J、管の周辺に近い部分は拡践し内雨に
骨質の添加が見られ，叉'l~竹の'削民íl[llにも少量の骨 
れこ沿し、計?j手'1新生!ミ像を見る。これに対し骨髄側では
状の骨新生を見，務~tと断繊の骨髄胞に侵入した結合
鰍に境されたところで、は，網限状骨梁の新生が見ら
れ治'舟及び破'骨細胞による骨の添加1吸収が認められ
る。
3) 30目。 骨片の骨細胞は殆んど消失し， 15日目i
所見に見られた骨梁辺緑に陶列していた造骨抑IJ包の
分布密度も少し部分的にはこれを欠いている。し
かし新生骨梁中には染色性の良い骨側胞が胡・入され
ている。 
B.筋艇F移舶

の腿骨片 
。7自。 骨片壊死の椋度は筋肉内移献に絞ベや 
L進んでいる状態を示す他，特別典なった点は見ら
れない。 
2) 15目。筋肉内移舶にil佼ベj詞囲の総合織形成も
紫粗で，骨片周縁の骨股を欠く部分及び骨小管の関
口部には深い吸収縮を形成し，'信仰般商では儲〈一部
分に，骨髄商ではや L3野明に骨の新生及び網眠状'舟
梁の形成が見られるが，いずれの部分も筋肉内移欄
に見られるものより和皮は弱い。
3) 30目。骨前日胞は濃縮したものが散在するにす
ぎず，拡張した骨小管もさ~IJまになるか戒は拡張の著
しいものでは総合織，血管の進入が見られ，か Lる
部分では破骨細胞が吸収慨を形成しているが'舟の新 
生はなしこれに反し'骨髄側では広い吸収|路1!部に
は骨の吸収及び添加によってj爵板形成が見られる。
め肋骨片
常のもの.¥.IE胞は骨膜側でやm付'1骨片問。71) 
が見られるが，中心部に向うに従って濃縮したもの
を摘し，'舟髄f!lllでは骨INJ~の ~fJまになったものが児
られるの骨髄川断柑jに近い所では磁性壊死像な示す
手小管は'1が中心部に向うに従って良〈染色される。
全体としてや L拡践しているが管内細胞は略々正常
である。 'I~N.限(t!l1 の|焔I!II却で破'自信!日胞，紡錘M細胞に 
依る岐収像を見る他，骨髄側では断j婦に近い部分に
逃'I:j制!胞のP，~l!列した'舟梁の形成が見られるがその悶:
は儲少である。
僚の拡・tも大きく，骨小li十周辺の陥。骨j 1 1=152) 
張も著しし、。骨小j踏の大部分は~J;W.で・あるが濃縮し
た特例胞を入れたものも散3生している。骨髄も壊死
に陥った部分を増し rj-l心部に及んでしお。骨新生は 
'm-).民fWJ及ひ判ソj、管内で‘は内閣全体に瓦って見られ，
且つ網限状骨泌を形成し，その周辺には造'舟細胞が
特!に闘d列している。 
3) 30 1=1。骨片の吸収は斑に進み，骨片自体も全 
手側胸，破骨細胞の草野'1〈銀死に!断る。新生'舟梁の造
肢は減じ，造'片の地加は見られない。
小 括
筋肉内及び筋膜下に移航された自家路'舟及び!山骨 
片は， "争{謹及び移航床の異なる事より多少税皮の議
は見られるがし、ずれも壊死にl焔り， vl耳次胸間最帥融よ
り形成される幼若結合愉悦細胞及び破骨細胞の出現
によって吸収される一方，毛細血管に霞む結合般に
接するところでは移植後 7日間に，既に造骨制胞が
見られ部分的に骨の新生.添加もみられる。 15日問所
見では，吸収の進展と共にJ骨の新生添加も.峨んに営
まれ， 1酪骨片， 01J骨片共に骨髄側で、は網膜状骨梁の
形成が見られ，'符細胞を封入した骨梁の周縁には造
特細胞が密に f~a列していて，壊死に|陥った移相l(骨片
とは!明かに区別し得.るのこれに対し'削股:側及び骨小
管内で・は比較的早期に破骨細胞が現われ，暖l訳機!阪
は時:日と共に進行するが骨添加は部分的に見られる
にすぎなし、。移航後初日を経過すれば骨片は厚い結
合織に包まれ，骨片の吸収は増加するが新生骨梁の
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増加は見られす九骨梁に封入された骨鰍胞に馨しい をうけてしる。骨片r:1:心部にある非拡大骨小管は金
援化は見られないが周縁の造骨細胞の分布は粗にな く控民主であるが骨髄j箆及び拡張した骨小管は円形細
っている。なお部分的に骨膜カ現実っていた所では周 胞及び弔*'lI血管に官み，骨片は部簿になり所々で駅
間組織に癒合していて骨j肢の増摘はなく，寧ろ移植 片状に度化し，これを置換した総合織内側i]，t骨髄商
骨片を吸収より防禦しているものと思われる。及び拡張した骨小管内閣に類骨組織が形成されて i日
II.腹腔l磁器内移納 骨片にそザイグ状に搬入しているのが見られる。
肋骨を'骨膜下に採取し，管状のま L自家肝，牌臓 B. 牌臓内移~W(
に骨片を挿入し得る程度の小切開を加えて姉ス，絹 1) 1 溜〈第 3 図〉。骨片と牌最鞠tとの間 ~t薄い結
糸にてi庇膜縫合を加え脱出を防ぎ，又大網膜先端部 合繊層，叉は/:1血巣を介し，文部分的には牌組織が
で骨片を被包した。 直接していて微細な間隙を充している o t骨前日胞は骨 
A.肝臓内移粧{ 髄側を除いては良く染色し，骨小管も良く保持され
わ 1週。 骨片は儲かに骨細胞の濃縮しているの てし、る。叉周辺には破骨細胞の出現を見，骨髄股内
が見られる他，骨小管内も略々工問?で概ね原型を保 へは総合織の侵入が見られる。
持している。'骨髄細胞は4波に染色性が獄退してい わ 3溜(第 4図〉。骨小路は概ね空rH:であるが，
るが周囲組織?と接する断端部では移!とに暫し L、。肝純 一部では核が議縮機染してし、る。骨'小管は染色性の
織と骨片との聞には血管に憾む少監の結合織が形成 良い細胞を保持してし、て，周辺から骨小管内へは給、
され，骨片に鰐接してし品。 合織の侵入を見，や L拡大している。骨j 泊脱民tには結制仰側1
2わ) 3遡。 骨骨，小膝は殆んど怨虚虚.になり仇，饗縮i 合織が桜し，所々 に破，持舟，部紬脳が日附1現してしレ、るが全〈濃段染 H
する骨細細i師B 結f 1胞包が少数存在するにすぎない。之に対対.しレ，骨 合奇織を欠き， 牌陣組織に迫寓按している所もある。特
小管は周閤カか、ら毛制血管を伴う結合織が侵入し，拡 f髄錦船』は主骨鎚純胞は殆んど消失しているが路内の毛細血
践した所もあるが，概ねその細胞は良く保存されて 管は馨しい充血を示してし品。'骨片は部分的に強い
いる。骨髄は大舎な礎化をうけ，骨繊細胞は殆んど 吸収作用を受けて出来た吸収協では充血が強く，且
消失してし、る。骨片は円形細胞授j問の強い結合繊闘 っ破骨細胞，造'舟制胞が存布し，護露骨組織の添加が
を介して肝組織に移行してし、る。叉破骨細胞が骨片 見られ，特に骨髄側には骨梁が形成された部分もあ
に接して所々に畷収協を形成しているが類特車鴎切 るo
形成は殆んど見られない。 3)5，盟。 骨片は強い駿収作用を受けて非滞，断 
3) 5遡〈第 2図〉。骨制胞は殆んど消失し儲かに 片状になった腕もあるが抑制織との聞に形成された
骨膜側に接納膿染したものを見るのみで、ある。骨小 結合織の最は少し縛j留をなしているか戒はこれを
管はや L拡大し，概ね控戯であるが，しからぎるも 欠いて牌組織に接してし品。吸収l焔凹部及び拡強骨
のでは中心に毛細血管を伴い，管盤に治って円形， 小管内には幼若な結合織が侵入し吸収を進め，又類
紡錘形及び破骨細胞が配列し殴収を行う反顕，類骨 骨組織も形成されている。骨髄は凪管・及び骨繊細胞
組織の添加が行われている。骨櫛股は'骨髄細腕が殆 にとみ，類骨車醐iの添加がみられ，殊に骨髄断端乃
んど消失し所々に全〈剤胡包を欠く空胞を形成してい l s中陣市蹴杭接するMでは馨しし、骨策形成が見られ， 
る。叉髄内毛細血管も著者納した赤血球で充されたも 組織と骨髄との聞に境界騒を形成してしる。
のが多ふその聞を縫って少般の新鮮な虫波を人れ の 2ヶ月。 骨片は更に著しい吸収をうけて多孔
た新生毛細血管切:走ってし品。骨片断端部附近は結 性断片状となり，完全に駿死に j結っているが'骨髄牒
合織の形成が馨しく，骨片辺縁には多数の破骨細胞 は'骨髄細胞で充され，毛細血管に笛む。骨片周辺，
があって馨しい践収を行ってし、る。 骨髄側，断端面及び拡張した骨小管内部には顎骨粗
の 2ヶ月。 骨片は全く結合織に包まれ殆んど完 織の添加，骨梁の形成を見.部分的に鴎桜形成を見
金に壊死に陥り骨小管の拡援も馨しし、。しかし'骨小 る部分もある。 
ヶ.月。壊死に陥った骨片は殆んど吸収され，3の 1管内へは結合織の侵入しているものが多く〉骨髄倒
と同様吸収， ，添加作用が蛍まれ，少置をながら瀬骨粗 その周囲に形成された類骨組織に包まれるか.1i'"は
織の添加が見られるが畷収現象がはるかに進んでい 新生類骨組織のみが残存し，略々 E点fの所見を示す
る。 骨髄事R織と牌組織との聞に介在してし品。 
5) 3ヶ月。 骨片は厚い結合織で、組まれ強い暖収 C.大網膜被包
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1) 1 J問。 I骨片の骨車1m包及び'舟小管内細胞は染色 に封入され11:民間まれてその1:I状となり，翻骨組織で
性が良好である。骨片は大網膜と線維素性に良く綴 るか，戒は吸収されて類骨組織のみを残存し，これ
精し，殊に|斬端部に近い所では，i))務総合織の形成 らが骨髄をかこんでし、る。以上の~化は脚内移舶，
が著明で骨髄肢に侵入，骨髄を圧迫してし、る。又移 大網膜被包では略々同様程度に進むが，肝内移舶で
艇骨片辺縁には所々に少数の破骨制1I胞が見られる。 はや与 j殴れた状勝で進展する。 
2) 3適。骨片は著しし、吸収を受け多孔性になり， :ru.肉:5j部日織内移~ÍL1
'骨小膝及び骨小智の多くは空虚である。この骨片を うもず特筋に筋線維と砥角になる切開を加え筋肉な
取り間み少訟の類骨車目指誌の添加が見られる。骨片は i限状に切除し，政闘を一次(:1句に純合し 1週間j後，創
厚い結合織で被包され， '1手髄Jj誌でも'骨髄荊ljJ/包は始ん を刊:関し形成された肉芳三組織でijJl'丹f?を包む織に1J}J
ど消失してしら。 肉総合を行った。 
3) 5週〈第 5図〉。骨片は厚い結合織で包まれ強 1) 2:i図。 筋!国と .wJ守との聞にはfijl¥、結合級閥が
い吸収をうけて出来た総合織で売された大きな吸収 1あり，骨片に平行して結合織耐 胞が附列してしあ。
間，及び結合繊が侵入拡大した'舟小肢を持ってい 骨j片守れtにこ直接する1内部羽刊i分は毛斎荊締鰍:lTJ血管にt協詰
る。吸収は骨馳.側倒仰側1]陀でも進Eみ， 分断[荷虹前の部分も見ら を均均iめ又'j:']"ソ汁/小jト、伯併FI内有にも毛車剥紺制fII血f静汗を伴つて侵入してい
れる。骨髄は再び多数の骨1髄喝鳴.純胞で、充され， GL毛納I血批 
管も再生し，旧状と問機の形態を保つに至る。吸収
筒及び骨髄断端閣には類特車断換の添加，特梁の形成
が見られ，新生'骨梁が骨髄肢を閉鎖しているがこれ
を・民・き毛細血管ょが髄j控に侵入して L品。 
4) 2ヶ月。 骨片の吸収は更に著しく，断片状又
は総状に~化し，吸収の進展と向吋:に類'国側純の添
加も儲かに土器加してし品。 
5) 3ヶ月〈第 6図〉。骨片は殆んど現収され，僅
かに残存しているmでは，周関を新生した鎖骨組織
に閤織され，骨片が販収されて消失した部分には新
生類骨束尚官のみが残存していて，旧状に!回復した骨
髄をかこんでいる。
小指
以上各組織内に務制された'骨片はし寸sれもl時:mの
'11l胞包は好殆?んど消失しい，1¥開カかうト、し什忠制料紙yし 
なってし品。 'I.~'髄は光 IfIlした弔抑l血管が多数に見ら
れるが'骨髄細胞は殆んど消失し網状織のみが残符し
てしる。骨片の骨髄側には少散に，骨髄と結合織と
の|討jには多段の類骨組織が形成されて制限状の'符梁
を形成する。 
2) 4迎。 手片の骨小'1棋になったF、股が控IJ全く骨
管は拡大し，多孔性となっている。骨髄内部の毛細
血管はなお残存するが充血度は少し又網状織も減
少して}部に控胞を形成してし、る。前々溜の女1:き:煩
'降車目指及の地盤:は著しくなし、。 
3) 6も迎。 骨汁、管の拡張がi臨み'm・j十は手li簿揃片状
になっている。骨悩は再び'骨髄郁!II包，脂肪事:Ill胞で充
されている。 'I~ヂfは部分的に特に惚く破骨がHJ胞の存
在によってえぐられたJYTもあって総合織で‘ヲちされて
る。 自3 肢は按J;般に手，小j
経過につれ，河野次骨細胞は薮納，次で消失し， )胡|羽
より形成された幼若総合繊，及び破'1守備u胞が'l~・)十に
鰐接してその1m隙を却め，戒は骨髄j践断端部及び特 
良吸収するが，1小管より侵入して吸収協を作り，鍛
これと問時に吸収制，拡践した骨小管内には造骨細
胞も現われ，類骨続出手占の添加が行われる。骨髄も一
旦は壊死にl焔り，骨髄細胞は消失して網状織のみを
残し，更に巨大な空胞を作る織になるが，毛細血管
は残存し，殊に脚内移航では充血してし品。これら
骨髄膝内には後に舟聞の結合織に新生された血管が
侵入し， r!V Il包に充ちた旧状に復する次再び骨髄事 J
では他の例より少し遮れて閥復する。1[が，肝内移和田
そして内骨膜側，'骨髄断面と周間結合織との聞に，
及びこれに少し避れて外骨j民側にも類骨組織が形成
され，類骨京附~~ま'ffl悩断端麗を問題し，部分的に骨
梁を形成する所もある。 3ヶ月に琵れば骨片は新}十
していて少(-E胞も有二10草分には造'舟品iしるが，かふる 
監め鎖骨組織の添加もみられる。新生骨梁には造骨
嗣副包が慌に蹄阪Uしている。 
4) 2 ヶ月。 'I~ÞJJ抑制の吸収は時々全長に瓦り鍬闘
状をなしているが皮質の外側は納長し、帯状をなして
磁存し，'舟艇sIに形成された類骨純織を内側に削
し，又は!日骨質の吸収され尽したmでは瀬骨組織戒
は結合織によって骨髄合間んでいる。骨髄は脂肪制
胞を瑚し'骨髄細胞は滅少してし、る。 
5) 3ヶ月(鰯 7図〉。骨片は槌皮に吸収されて残
存し，社IiI'習をなした額骨*tl純と共に'舟艇iをとりかこ
んでいるの
小括
幼若結合織は移~l(t骨片に特接して間隙を組め，獄
喰吸収し，骨片そのものは漸次壊死に|焔り多孔'1生，
断片状となり，これと平行して骨片の一部に造骨純
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胞破骨事1I胞が出現し類'枠組織の新生を見，遂には額 1) 1遡。 移1杭骨床の衷商には造骨細胞が慨に問
骨組織のみで骨髄をとりかこむ所も出来る様にな 列していて，この造骨細胞閣と. 'I~'床骨質との問に
る。 、 。 は部!習をなして多数の新生骨出!日胞を含んでいる類骨
町.骨性移植床内移植 最良織が出来てし、る。この類骨組織は大部分骨梁を形
尺骨皮質を骨髄も一部含めて切除，骨片の入り得 成するにはきEらないが部分的には釧歯状をなしてい
る程度の骨欠舗を作り， i直に管状骨片を，叉は円繰 る。骨片は骨小腔の一部分が空虚になっている他，
鮒子で可及的に細挫した骨片で充;犠，及び同様骨欠 著しい~化は見られない。骨片と骨床との間は円形
損作製後軟部総合を行い， 2週後仮骨の形成された 細胞翠:潤の強い出血巣及び結合織性細胞によって充
同部に骨片を移航した。骨片は}直接骨沫へ簡定せ されている。
湖。骨細胞は大部分務縮戒は消失してしお。2) 2吹部組織縫合に依って保持せしめ，副木間賠も1ず， 
行わなかった。，舟片と骨床との開にはi欽骨京峨tが増9]在し，骨片のi飲 
A. 新鮮'持欠損部移~買 骨に按する部分，殊に骨片断端部に類骨組織が増殖
の管状骨移舶 f してし品。叉骨髄も壊死に!焔り，大部分毛細血管，
X線所見〈第 11図〉 網状織とからなって.~品。なお骨片のj却閤~政部組織 
1) 1 溜。移楠骨片に殆んど~化は見られないが， に綾する 'I~'l民側には殆んど~化はみられなし、。
骨片断端部と'舟床との問には極めて少監の仮~.が形 3) 4~題。，舟片は壊死に陥り，周辺の侵蝕及び骨
成されてし品。 ノト管の拡張を来し，骨片は著しく紫粗，多孔性にな 
2) 2遡。 骨片のi陰影はやふ淡〈なっていてその り，そのj渇聞及び骨小管内は新生類骨車峨tで充峨置
と特床との[1捕者j境界は少し腺腕としている。'骨片断 換されている。骨片のi欧部和脱iに接する所も類骨組
問の仮骨は増L，I境影も濃化して腐り，骨片との境
界はやぶ不鮮明であるが前週に較べ;階鮭し外方に!路
起している。骨片i折端部以外，特'幹部と骨'床との問
には前者の如き馨しし、仮1I/ヴ~.成は見られないが，移
舶骨片の軟都市峨~t乙接する所にも簿閣をなした仮骨
の潮摘が見られる。
3) 3週。 骨片は一様に牒腕として開り，皮質と 
髄腔との関係も不明瞭である。骨片と骨床との聞も 
仮骨により癒合し互に区別し難し、。 i欧部五t禍t.t乙銭す
る所の仮骨も増している。 
4) 4遇。 骨片の告I~分も一様に濃く，移椛{床と殆
んど区別し得ない状態で， 1反骨粗純斑ばは骨'I~E移植
床へと移行していて，仮骨と共に骨欠損部を充して
いる。叉成るものでは，移~責骨片が切断された状態
に迄破収され，その慨を仮骨組織により斑換充損さ
れたと思われる像を示しぜいる。 
5) 6適。 骨片は舟閣を閤織する仮骨車蹴tと‘殆ん
ど区別し得ない程度となりそのi陰影も淡L、。仮骨も
一旦は骨欠損部を過度に充し，外方に膨i盗していた
ものが再びその容積を減じ，鶏しく鰍物にたってい
る。 
6) 8適。 前々過の状態が進み全体として紙密度
を矯加している。この'舟欠損部は全く!日状にまで問
復しないが，骨床よりや L濃厚な陰影として骨欠損
脅sに浅く焔聞している。
組織所見 
織で被われ，全休として新生類骨車附ド!こ1に完全に包
まれてし佑。
の 6~問。新生独特組織は徽縛になり，骨骨に鰐
接して置換を進め，骨片の一部は断片状に迄吸収さ
れている。類骨組織は'1.争片断端部に於いて特に徹鰐
に骨床と結合している。 
5) 8:i悶〈第8図〉。完全に嬢死に|結った骨片は，
手組織中に匂趨され'1そのを年積を獄じ鰍慌になった類
ている。 
b) 事I挫骨移稿
 
X線所見〈矯 12図〉
 
1) 1適。 各移櫛骨片f聞の境界はや L不鮮明にな
り，'母床に接する所では仮'母が形成されて共に骨欠
鍋部を充している。 
2) 2遇。 骨片の機い陰影は小さくなり，各骨片
相互間には淡い陰影が地加して日塊となり，脊骨Jt
の境界は殆んど判別し得ず，斑紋の多い比較的濃い
陰影を示してい.る。 
3) 3遇。 骨片は互に癒合してそのi陰影はや L濃
く，部分的に比較的大きな骨片はその区別をなし得.
る程度である。 
4) 4週。 骨欠損部を充損する'骨片及び仮骨はー
機に総理野になり，なお斑紋状をなしているが個々の
区別は困難である。しかし移航床とはまだ明瞭に区
別される。
5) 5溜。前週所見に比し，斑紋状陰影は減少し
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て全体としてや L淡明になる。なお欠損部を充騎し 
余剰に形成されJU街宣告していた仮'骨組織は減少の傾向
を示してしる。 
6) 6溜。 前週の所見が克に進みE常骨の状態、に
近いまで一様に鰍密な!陰影を示す。又先に減少を示
していた余剰仮骨は更に減少し略々平凱戒は反対に
少しl路間してし、る。
7) 8週。 欠損部を充填する仮'持'は}様に鰍警官に
なり濃度は骨床と略々問機となる。

組織所見 
  
1側負傷而には部く，'舟幹と急f迎。"手床の新1) 1
離制限のI制には多抵の怒i骨組織が新生されて修復機
il民が開始されている。骨片の'舟品11包及び骨イ¥管は略
々刀'~~官の状態を{呆ち，小'問'片付:まいに出血巣を介し
て~:j'1按し， '15悦ミに接する所及び骨片の骨髄側では'1手 
胞が網眠状に削列し1手様制'1にー !倒又はニ!慢の造rl:1脱
ていて矧'荷台組織添 }JIのw:象を示している。矧i
2) 2 ~国〈第 9 図〉。移~m~床からは類'm'å:11融資が"ヂ梁
を形成して蛾んに増摘し， 'I~竹の"手脆~UIに形成され
た鏑'舟帝時簡と Tt入、に連絡して各骨片を結合して L、
る。小骨片の骨制l胞は一部議締~，又一剖H工作j失して
いる。 
3) 4 ;i)l;io 移劇床及v)各'13イ十日~I]に形成された骨梁
は]i!;!に特jになり， rl"Jを滞!し鰍密になり，完全に骨細 
I手小今季の大部分は周聞から宅事'1胞が消失してし、るが fJ
血管等が進入して栄議されている小'I~'片を包却して
生にな'1食置換されて多孔1いる。骨片は鎖骨組織に鍛 号車脇村置換され，部分的に'1骨片は類述。3) 6
り，又は線状に迄吸収されて桟存してし、る。 
4) 8遡。 類骨車時放は斑に鰍概になり，その聞に
針状に海吸収された'削十が完全に位制されて散有;し
ている。 
B. 仮骨京協8~内移杯{ 
X線所見(第 13図〉
'骨欠抑制1作製後  
1) 1遇。 骨床表面は平滑となり欠鍛部貯j'近骨j膜
下及び骨床面に淡い仮骨の鳩航が見られる。 
2) 2週〈移航I時〉。仮'貯はj羽加してその陰影も j羽
強している。
管状骨片移航後 
1) 2遡。 骨床の特質はや A級制になり仮骨組織
に移行し，更に移f1~i骨片に移行癒合して L 品。骨片
は陰影が淡l珂になり皮質も~部になっている。 
2) 4週。 骨片は仮骨により骨床と総合し， I持に
骨片断端部ではその境界が不鮮明である。骨片皮質
も勝腕として仮骨に近し、陰影を示し，その一部に!吸
i以像が見られるが，外1!11Iに{反骨組織の Jl~Jj見け殆んど:
見られない。
3) 6適。 仮骨組織中に埋没した骨片は不鮮明で 
あり，級鰐化した仮骨で"守欠損.f~~が補損された状態
である。
の 8過。 'j手片は更に非部， ]ï~は部レ線状をなし
再び仮骨中にや L鮮明な陰影をあらわす。仮背骨附t 
の轍密化は更に進み，薮商も菊・しく平滑になってい
る。
5) 3ヶ月。 骨欠損帝I~は}様に補賦され内;I~I~ は'円余 
蹴様，銭前~t皮質様の 1~1;与を示して平滑になってい
るの 
京n椴 j升見 
1) 2 j題。 骨片の"子細胞は殆んど消失し，'舟小管
も割振なものが大部分であるが，上国~I!l'~大きなもの
では周辺からJfn.析が侵入し管躍に周平なー)~の品HI胞
が並んでし品。 I飲部組織に接する制IJは幼若結合織に
按し，そのl簡に部し、類'骨組織の添加が比られ，骨髄
閣は什梁で充されている。他の部分は河辺の瀕"号制.
織，殊に|掛端;~i)ではïI改作市I:[~設が精接して間隙な期め
ている。 
2) 4週。 骨欠+W:持I~を充す懇j'，~・事 11織は'1~'Jtを匂槻
し，殊に 'l~j.}tの断端部ではこれを鰍~'i!し，鎖骨事I~出演
で腎換した!象を示してし、る。 'i3ソj、智の拡張も若しく
なく， 'I~汁、j肢はさ~f，;般か戒は議t~~ì した細胞を残すのみ
で1各々移航i時のi京製を保っている。 
部都文は多孔供Eになり，これを閤鱗する劉骨車f臓は
糊i次搬密度を摘している。文部分的に鎖骨来日織に接
してなし、部分及び'骨髄商では，その陸閣に沿って強
く充血している。
の 8遡。 骨片の疲JI又，:期骨市峨tの栂換が進み，
骨片は断片状になる。;願廿続出故は鰍鰐になり Jy!j・阪形
成も見られ， ......問~:は類'骨組織によって閉惑された特 
j末"抑制定も再び!日状に問復する。 
5) 3ヶ月(矯 10図〉。 線状，附片状に洛吸収さ
れ残存した移縦i骨片は，鰍械になった新生'l~咋l附1=1司
に包噂されている。
小括
新鮮"守欠損部に移航した場合， X線l象 J~.，制捜'舟
は 2週日開より指界が不鮮明になり， 4週以後では
陰影は{反'舟と 1各々一休となり移制床と区別し:捌れ、状
態になる。管状骨片では鰍挫骨と典り，仮骨は布jめ 
'I~・ j十!続端部に哲明に見られ，次で全体に及ぶが，骨
)片守掃のi軟欧部刺織に按する所には殆んど認められない。
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.1反骨1骨片は凸凹碧明，次で‘断片状になり， 
きれ，6，..8遡に宣れば全く移楠床と区別し難くな 
遡にして壊死2級学的にも同様で制挫骨では1る。来
に|官lった"争片のj越に軟骨及び類骨南部強b可侵Jj兄されて
骨片と結合して}苦り， 8遡では級制になった仮'符中
に金|・状に迄吸収された骨片が完全に旬まれ，散在し
ているにすぎなし、。管状骨片では骨片カ司多櫛床に接
する部分，特に断端部に著しく仮'帥f踊~t.J q:tl来， ~I賢
次骨片が多孔性になるにつれてその|制隙を封J!めて行
くが前日挫'貯に較べるとその速度は遅延してし、る。仮
骨車輸~rl=1に移制したもので‘は， X線{象で 2 週後骨片
の邸界が不鮮明となり，その|喰Ji移も淡<. 6)周回に
は'IJJ十を仮骨.1:1に識別しがたくなり，仮特称l織も ~I向
次鰍慨になって行く。来日前史学的に骨片に密接した矧
骨及びi飲骨組織は漸次'舟jtな岐収，瞭換して行く
が，新鮮'骨欠蝋都移棋iに較べるとや L長期に瓦って
!朕型を保ってし、る。しかし結局はI~r片状となり，鰍
輯になった仮骨中に包掬される。
総括並'(}に帯接
本央験に移事i!(1自'rとして使用したものは， '1~1'l肢を-r
鈍的に剥離，骨j膜下に採取したものであるが，鈴木
(J.l)が先に記載した如しこれをもって斑に無'削民'侍
片となし期Il¥，、部は，この突験でも部分的に骨!肢が残
っている事からも|明かである。残作'I~'JJ~~~土 }i司臨市~ijfJ占
と速かに織精し，'符肢のj事前t¥(は見られず，内'I手Jl!Af下
の類骨車附t新生にや L溜れて'自衛j民直下に総状の!Jlfi'l子
来日臓の添加が見られるにすきrない。 'I手JJ英欠掛出I~では
周期に形成される幼淵古合織が特践して，時自の続
1に包j鳴 残作品nm包も消失して部分的に大をな控胞を作って行
く。これらの度化と略々同時に|明〕暗部より結合織が
腕肢に侵入して骨髄を j主迫し，骨/J、昨の拡践につ1
れ，この内部にも侵入した血管等より新生弔納1血併
の分布をうけ漸次'ffl'鎚細胞，脂肪抑i胞の再生を見て
!日状に回復する。叉内骨膜下に断端部より中心に向
って類骨粧胤iの添加iが見られる。又骨髄と周囲机織
との接触商には比較的早期に骨梁が形成され，漸次
この骨梁はflr吸収をうけて減少して幣状の隔犠を骨
髄と間四組織との Itll~こ形成し骨髄断端部を間接す
る。この事は骨髄の一昔I~ f，rl射精した 11創刊?の骨鱗外 
Ji司にも見られることで，内'1守 'nJ~の{也に'向'髄にも骨造
成能力のあることが認められる。又骨院ミに移制した
場合でも '1~1・備前11胞の消失することは向i様であるが，
これと同時に骨髄内に一間・叉はニ!替の造'I~'織細胞が
制限状に冊目列していて漸次類'符和服占を形成し，特床
から形成される類特高欄tと結合，五に総合して骨片
を回線する様になる。 Matti∞， Kartaschew(")， 
Willich(l'{)等は外骨l拠よりも内骨j岐にi民力な"号;造成
能力のあることを述べているが.この突験では'I~'J.肢
を鈍!約に繊維した'削十を使用したことから，筏存'm 
j肢と内'r1-J.肢の骨造成能力を比較することは危険であ
るが，磁存骨膜下より内政不に見られるものが日臓
な納骨組織の添加を見，骨髄と共に強い治骨能力を
もつものと忠われ，'自'髄のたどる~化は.Jて悶(1fl)の骨
踏を皮下， Il-f内に単独に移和目した突験及び宮内〈仰に
ー殺する ~fじな飴む。 
Petrow(12)，Baschldr・zew(2)，Wjerszinsld(l均等
1状のi過に従い漸次知 
骨細胞も出現して吸収を進めて行く。この事は全く 胞が治'舟細胞に箆イじするとする組織化生の行われる
特般を欠いている移柄~[II引守断端部に特に若1V1に見ら ことは認め得なし、。即ち移納骨片はj苅閣の幼若者占合
出1.!!1部を作り 1--2~間後には破 の述べる，幼制i合純!降に筋肉よりの幼都市合微細
れる現象である。骨膜(}ll 手'1及び断端閣に見られる類
市鞠tの添加は残存骨膜下に少般に， '13小管の関口
部，蛾収践に見られる。 Gaglio(1)は生長期骨艇にの
み骨造成強力のある事を述べ，叉 Kornev(のは骨j限
に骨造成能力を認めていないが，骨j肢は移iF[後も生
存していて骨造成に役立つとする Axhausen(1)他
多数の人々の意見に一致する所見を得た。又'自'肢は
早期にJf.d間続蛾と結合して骨片を駿収から保離する 
{杓作qf 刊〈叫〉入， Pe刀 ぬ r-乍用が見られ， Lexer 討tro hki廿υ17 w&日asc
zew(均等の説に等しい結巣も得られた。
移航'骨片骨髄は W i1lich(17)等は大部分残存する 
と述べているが，移植底後，両側Ijf軒端部より漸>>(~~ 
状骨片中心部に向い骨髄細胞は消失し，網状織及び 
毛細血管のみを残し，]I!に(tを期を過ぎるとこれらの
総及び倣骨露出胞によって吸収され同l時に造骨制胞が
形成され!匙~'I~l略目織が添加されて行くが，政収b吋古に
先行してi ~19r次移;ffi白骨片は多孔性，次で断片状とな
って行き，遂に類骨車B織に完全に包地されるか類特
産時般のみを残存する。
'舟部n胞は饗納より消失海，種々の税皮の礎化を受
けて行くが骨J貯ド及び早期に栄強をうけた骨小管の
j品問では比絞i1 性|的拘句長く染色飴創i
結局は大部分が消失して控成な骨小肢を残すもので 
骨制IJl包は骨Jtの改修には全く関与しなし、。これは
7)，Lexer(，O)(lOgawa，1(lrl)，寓F.EAxhausen(l) 
Pokoti1o(13)，小1.1問(11)，鈴木(l.l)喜容の説に一致する。
i欧部来日織内，及び各種!臓器内移舶の撲はし、づれも
松皮の援で，本質的な差は見られなし、が，~化の穂
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度は桝1内，大網JW~被包及び肉:M~綻!織内移~~!(がもっと もf に移縦し1'子市I'l織に寵換して行くが，仮骨車陥没r:j'l耀
も著しく，筋肉内及びIf内移献がこれに次ぎ，筋膜
下移植が最も少し、。特に牌内移植では結合繊形成が
概めて少く，戒は全くこれを欠き直接枠組織に'骨片
が接している所もあるが，骨騒腔及ひ・骨小管内ヘ毛
制血管の侵入が最も戚んであり，又大網膜ではその
生理的作用から骨片との結合が鰐接に速かに行われ
ること，叉肉芽謀略t内では，直接幼若結合織中に移
航されることより悶様に早期に栄議され，又吸収作
用をうけることより予想される変化である。
骨jl~È移舶床では骨床より類骨組織及びi欧'骨組織が 
形成され，その誌も移航骨片に形成されるものに較
ベ比較にならぬ稼多く，早期に骨片を包縦し，これ 
た;場合は骨片の仮骨組織への匂槻，埋没は他の場合
より早期に行われるが，骨片の原形は斑接新鮮骨欠
制部に移相した場合より長く保たれてしお。細挫骨
の新鮮骨床移梢では，'骨髄の露出及び細挫を伴って
いて'骨片自体の類骨組織の経磁な形成と州まって骨
片の類骨組織への包槻は速かてもり，叉その接触商
も大のため，他のニ者にil佼ベて骨片の吸収は速かに
行われ，河村等(1)の言う師i骨j十なるが故に速にi現収
されることはないとの所見とや L奥り，鈴木(I・0，
Kartaschew<叫 Matti<均等の意見に等しい所見を
得.た。なお骨性移航床内'削十のたどる~化は， X線
Ji)r見とその初級所見とは良くー放してレる。
結 論
白色成熟家兎の腰骨及び肋骨を骨JI足下に鈍的に象IJ離，採取した骨片を直ちに自家筋肉内，筋
膜下，肝内，s!{内，大綱!挺被匂，肉芽組織内，新鮮骨欠機部， {反骨組織内に移縦し，最長 3ヶ
月間に]f.り，組織学的， X線学的に時臼を追って推移を検討し次の結論を得た。 
1) 残存骨!肢は早期に周間組織と輝、合して骨片を・吸収から防禦する O 骨艇の tffl弗~iはみられぬ
が骨膜下に線状の類骨組織を添加する。 
2) 内骨!践は残帯骨艇に先立ち，その下婿に類骨組織の添加，骨梁の形成を営む。 
りに類骨1骨髄は….旦;壊死に陥るも周防|組織より栄養をうけて!日状に復し，軟部組織との3) 
組織の形成を見，そのIlUに隔躍を形成し，骨髄内にも骨梁の形成が見られる。 
4) 組織化生は認められなし、。 
5) 骨細胞は務総より消失まで極々の変化をうけるが，慢'朕下，骨小管の栄養されたもの L
周捌には比較的長くその染色性を保持して残存する。しかし結局は死滅するo骨細胞は骨片改
修には関与しなし、。 
6) 移植骨片は周囲に形成される幼若結合繊及び破骨細胞の出現に依って吸収され，内外骨
膜下，骨髄内，骨小管内，吸収鶴に形成される類骨組織に霞桜され，吸収の程度は添加に常に
先行する。 
7) 以上の変化は腕内，大網膜被包，肉芽組織内移備で最も著しく，筋肉内，肝内移槌これ
に次ぎ筋腕下移植が最も劣る。骨性移械床内では骨床より旺盛に形成される仮骨組織中に包樫
され，これに依って置換されるO 細挫骨片は綾も速かに吸収され，仮骨組織内移植骨片は早期
に{反骨組織中に包事uされるが新鮮骨欠摂部移植よりや k長期に主主って原型を保ってし、る。
稿を終るに臨み御指噂，御教jJミを!闘った恩師鈴木五郎教按jlf~びに石限強彦・教授に喪心より感謝
の穏を表する。

術本稿の要旨は，第25，6，7問日木勝*外科学会総会に於いて発表した。
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8) Matti，H.: Arch.' klin. Chir.，168，.236， 18) Wjerszinski，A. 0.: Virchows. Arch.， 
1932. 351，268. 1924. 
， 
第 4号 千葉医学会雑誌  -443ー
附 図
第 1図筋肉内移植(腔骨)(15日〉 第 2図肝内移植  (5週〉
骨髄に増殖した造骨細胞と新生骨梁。 骨髄細胞の消失と空胞形成 (X)，破骨
細胞，毛細血管をもっ骨小管(ム〉。
第 3図牌内移植  (1週〉 第 4図牌内移植  (3週〉
骨細胞の萎縮 (x)，消失(ム〉。 結合織の侵入した骨小管 (x)。
-444- 千葉医学会雑誌 第 30巻
第 5図大網膜被包  (5週〉 第 6図大網膜被包  (3ヶ月〉
骨髄細胞の再生と新生類骨組織。 残存類骨組織。
第 7図肉芽組織内移植  (3ヶ月〉 第 8図新鮮骨欠損部移植  (8週〉
類骨組織につ Lまれた残存骨片。 轍密化した類骨組織につつまれた壊死移植骨片。
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第 9図新鮮骨欠損部細挫骨移植  (2週〉 第 10図仮骨組織内移植  (3ヶ月〉
壊死骨片 (x)の周辺に形成 強い吸収をうけた残存骨片。
されつ Lある類骨組織 (s)。
第 11図 新鮮骨欠損部移植
直後  1週 2週 3週 
r."・ 
4週 5適 6週 8週
-446ー 千葉医学会雑誌 第 30巻
第 12図 新鮮骨欠損部細挫骨移植
「直後 1週 2週 3週 
4週 5週 6週 8週
第13図 {反骨組織内移植
直後  1週 3週 6週 8週
